
■令和３年度（202１年度） 

第６８回滋賀県教育美術展の審査評 

 

第６８回滋賀県美術展の審査会が、令和３年１２月

２８日（火）滋賀大学教育学部附属小学校において行

われました。 

 今回の教育美術展には、どのような傾向の作品が集

まったのでしょう。審査会に参加された先生方に展覧

会の見どころや、作品の見方についてうかがいました。

（順不同・敬称略） 

 

■４歳児                                

【審査：森、山川、富田、大矢】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

生活体験を楽しく表現できている作品が多くみられた。

幼児が遊びや生活の中で心を動かしたことを題材に取り

入れることで無理なく４歳児ならではの表現を楽しんでいる

様子が感じられた。 

しかしながら、多くの園で重複している題材があった。こ

れまでに題材として取り入れてきたものを無難に取り入れる、

または、この題材なら描きやすいといった理由から安易に

選択していることがないか振り返り、子どもの感動経験を豊

かにする遊びや生活を大切にすることから表現活動を考え

ていきたい。 

２）気になったこと 

工程が複数あり、４歳児の力量や集中力では難しいので

はないかと感じる作品も少なくなかった。特に、子どもが描

き終えた後に、指導者の段取りでさらに描く、飾る、彩色す

るなどは避けてもらいたい。子どもがイメージしたことをのび

やかに表現できるように、よりシンプルに、遊び、表現できる

ことを大切にしてもらいたい。 

４歳児では、画用紙、画材、色などは指導者が選択し準

備することがほとんどである。子どもの表現意欲を引き出し、

思い描いたことを表現することを楽しめるように熟慮して選

んでいただきたい。色彩感覚を豊かにすることも指導者の

大切な役割である。 

３）これから期待すること 

表現活動が大好きな子どもたちのままであってほしい。

そのためには指導者の計画や段取りももちろんあるだろう

が、思いやイメージを豊かに引き出すことや、それを素直

に表現していることを十分に認めてやってもらいたい。 

前述したが、指導者自身の感性が影響する部分は多く

ある。子どもたちとともに感性を高め、表現活動を楽しめる

指導者であることを期待したい。 

たくさんの作品を見る機会は指導者にとってまたとない

研鑽の機会である。参加いただいた審査補助の先生方に

は今後も各園での活躍を期待したい。 

 

■５歳児                            

【審査：堀口、木村、奥田、中川】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・サインペンや箸ペンなどを使って線描きをした絵に、子ど

もたちが、好きな色をのせ、カラフルに仕上がり色鮮やか

であった。また、子どもたちが楽しみながら繰り返しているこ

とから、同じ形が模様のように繰り返し描かれ、紙いっぱい

表現している作品が見られた。 

・子どもたちの生活に密着した題材で描くことができ、躍動

的でリズミカルに描かれていた。 

２）気になったこと 

・ スクラッチや吹き絵、にじみ絵など一つの作品に技法を

はじめ、紙を貼りつけるなどたくさんの工程が見られ、子ども

たちのやりたい、描きたい気持ちがどれほど持続しながら

行うことができたかを考えてしまう作品が見られた。 

・用意された絵の具の色の美しさにより、子どもたちのイメ

ージの広がりが異なってくることから、保育者の用意する色

や題材にあった描画材料の提示、画用紙と絵の具の色の

組み合わせなど、絵をかく前段階での教材研究を保育者

ができていたかが 子どもたちの表現に表れていた。 

３）これから期待すること 

・絵を表現する中で余白の使い方。子どもたちが本当に描

きたいと思っている以上に保育者が余白に絵を描かせて

いるのではないかと思われるふしが見られた。保育者の意

図だけでなく、子どもの思いを大切にした作品となるよう絵

画表現でありたい。 

 

■小学校１年生                        

【審査：成田、中西、森本、木村、的場】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・題材や技法がバラエティに富んだ取り組みとなっていて、

よかった。 

・色づかいの美しい作品が多かった。 

・中心がはっきりしている（描きたいものがはっきりしている）

作品から、表現する楽しさを味わいながら活動している様

子が伝わってきた。 



２）気になったこと 

・構図や色合いが似通った作品がいくつも見られ、子どもの

思いよりも指導者の思いが強く出ているものがあった。 

・指導者の描かせたい思いが、描き過ぎや背景の塗り過ぎ

などにつながっていた。子どもたちが自分の描きたいもの

を集中して描けるようにしてあげたい。 

・白の美しさをもっと指導者に感じてほしい。 

・貼った作品・・・「なぜ貼ったのか」という意図を指導者が

問い直していく必要がある。 

３）これから期待すること 

・視点が定まらず、あちこちから描くのが一年生で、それが

動きを感じる。 

・指導し過ぎず、子ども一人ひとりの個性の出る余地を持

たせてほしい。 

 

■小学校２年生                        

【審査：松山、足立、福山、西村、上原】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・子どもたちが楽しんで表現している様子が伺えた。 

・色が鮮やかであったり、色の組み合わせに工夫がみられ

たりした。 

・様々な技法に取り組んでいる作品が多く、指導者の意識

の高さがみられた。 

２）気になったこと 

・題材に偏りがあったので、教科書などの題材でも、学級の

子どもの実態を考慮してアレンジすると表現が広がってい

くと思われた。 

・造形遊びから発生した表現にも一工夫ほしいものがあっ

た。 

・「中心を活かす背景」の指導について、一工夫がほしい。 

３）これから期待すること 

・線描や生活画の学習もさらに大事にしていってほしい。 

・「みたて学習」を通して、子どもの想像力を高めるような表

現も期待したい。 

４）その他 

・既定の大きさよりはみ出したり、破損しやすかったりする作

品があったのが残念であった。 

 

■小学校３年生                        

【審査：赤沢、佐藤、野中、木村、辰岡】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・子どもたちが無理なく取り組め、様々な技法や材料を体

験できるような題材の工夫がされていて良かった。 

・作品の主題に合わせて、描きたいことを思いのまま細かく

描き込んで、楽しみながら表現している作品が多く見られ

た。 

・線の強弱や色の濃淡などの工夫が見られたり、粗密があ

ったりして、魅力的な表現になっている作品があった。 

２）気になったこと 

・一つの題材にいくつもの材料や技法が使われているもの

があったが、題材の指導内容に合わせて一つか二つに絞

りたい。 

・毛糸や綿などの違う材料や他の紙に描いた絵を切り取っ

て貼った作品があったが、その題材で本当に貼る必要が

あるのかを考えたい。 

・作品の余白部分や背景を埋めるように描いたり塗ったりし

て、主題を損ねているものがあったが、画用紙の色や種類

などを工夫するなどして、不要なものはやめたい。 

３）これからに期待すること 

・発達段階を踏まえたうえで、子どもたちが経験したり、感

動したりしたことなど、自分から描きたいと思えることを題材

にしたい。 

・水彩絵の具を使い始める学年なので、筆の使い方や水

の量、混色などについて丁寧に指導できるような題材を工

夫したい。 

 

■小学校４年生                       

【審査：辻川、中川、佐々木、今村】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

人物画・デザイン画など様々な技法を使った作品が多く見

られました。線の強弱（太さ細さ）や、絵の具の濃淡に合わ

せて、色鉛筆を部分的に使った表現など、題材に合わせ

て選ぶことが、豊かな表現につながっていたと感じました。

風景画や人物画など、身近なものを見て描くような題材で

は、混色の美しさや、線の丁寧さが際立った作品が選出さ

れました。学習の中で子どもたちが、楽しみつつも手応えを

感じながら、最後まで根気よく取り組む様子が作品づくりに

反映されていたと感じました。 

２）気になったこと 

４年生は、作品を描いていく時に、ものの重なりや奥行きを

考えることも意識させたいが、描きたいものの間を埋めるよ

うに技法を重ねて使っている作品や、描きこみすぎて何を

表現したいのか見えにくい作品も見られました。デザインに

近い絵も多く、子どもたちの描きたい思いが見えにくい作品



も見られた。密になっているところと、余白の美しさを感じら

れるような作品作りをめざしていければと考えました。また、

３年生で学習した混色についての指導を４年生でも改めて

積み重ねることも重要だと考えました。 

３）これから期待すること 

教科書教材の題材などでも、教師がなにを子どもたちに描

かせたいか、思いを広げたいかをはっきりとさせ、そのため

にふさわしい描画材選びなどをしていけるよう、教材研究

を行うことが大切だと感じました。これまでの題材の良さも

大切にしながら、新しい題材への取り組みにも挑戦してい

ければよいと思いました。 

 

■小学校５年生                       

【審査：大和、西島、塚本、若山、角】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・写生、お話の絵、空想画の作品では、絵の具の効果を生

かした作品が多数見られた。絵の具の濃さ、重ね方、筆の

使い方などに工夫がみられ、絵の具を扱う技術を高める時

期の児童に、効果的な指導がされている様子がうかがえた。 

・デザインをはじめ、スクラッチ画など細かな作業を根気よ

く続け、充実した画面を完成させている作品も多い。児童

が楽しんで創作活動に取り組んでいる様子が目に浮かぶ。 

・黄色ボール紙を使った効果的な作品が見られた。紙の質

を活かし、効果的で塗り込む負担も軽くし、仕上がりも美し

い。 

２）気になったこと 

・写真を元に画面を描き広げるコラージュ作品が多く出品

されている。制作のきっかけとなる写真に対する児童の想

いが活動への意欲や質を左右すると考えられるため、授業

者の工夫が必要である。また、元になる写真については、

ネット等から転用したものを作品として展示する際、著作権

の侵害が心配される。授業者は著作権についても児童に

理解させる機会にしてほしい。 

・高学年では、絵の具等扱い方を工夫して効果的に使える

よう、題材の設定と指導を進めてほしい。 

・スクラッチ画で建物や街並みを描く作品は例年多くみら

れるが、意欲を高める新たな工夫や画面を少し縮小して

書き込む負担を減らす工夫も必要かと感じられた。 

３）これからに期待すること 

・高学年では、作品制作の技術を高める時期であると共に、

物を見る目を育てることを大切にしていただきたい。高学

年らしい空想表現を求めた作品が多数あったが、児童の

経験や力量が追いつきにくい様子も見られた。発達段階と

目の前の児童の絵画経験に考慮し、描画力の積み重ねを

大切に指導していただきたい。高学年で育てるこの力が、

中学校美術での活動を支えるものになる。 

 

■小学校６年生                       

【審査：有川、山田、園、音羽、廣部】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

〇今年も近年と同様以下のような作品が数多く出品されて

いた。 

・自分の名前から発想したデザイン的な作品 

・卒業学年として思い出の場所や愛用した物、母校となる

校舎などをモチーフとして描いた小作品を台紙に張り、レ

イアウトした作品 

・修正ペンで黒や藍の色画用紙にお城や建物を描いた作

品 

・鳥獣戯画や名画を現代風にオマージュした作品 

〇新しい傾向として、切り絵風に名前をデザインした作品

や色紙を切り開いた模様を並べた平面構成作品が見受け

られた。 

〇高学年らしく、細やかな表現を根気よく続け、子どもが夢

中になって取り組んだ姿が伺える作品も数多く見られた。 

２）気になったこと 

風景画の樹木の表現に関しては、十分な指導が行われ

ていないと思われる作品が多くあった。当然、子どもが主

体的に取り組む表現活動は大事だが、基礎基本となる物

のとらえ方や絵の具の濃淡による遠近感の表現などはしっ

かり教えたいところである。 

また、台紙に子どもの作品を貼る上で、色づかいや向き

などに配慮が足りないと思われるものもあった。子どもの作

品を「台無」しにしないように気をつけたい。 

 描きたいものを別の用紙に描き、安易に張り付けた作品

も多く見受けられた。コラージュについては、その表現効果

を十分吟味した上で取り入れたい。描きたいものは、基本

は直接描くようにしたい。 

３）これから期待すること 

風景画や生活画が少ない傾向にある。ベーシックな題

材だが中学校美術につなげるためにも小学校ではしっかり

取り組んでいただきたい。 

また、新しい表現や題材にも積極的にチャレンジしてほ

しい。 

 



■中学校１年生                       

【審査：大西、小西、高橋】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・中学校 1 年生でつけたい力について考え、設定されたと

思われる題材に好感がもてました。 

２）気になったこと 

・一方、同じ題材の作品が並んでいても、生徒が目指した

ゴールがたくさんあり、その授業や題材で「何を目指したの

か」が伝わってこない、指導者が生徒につけたい力が何だ

ったのかがわからない題材もありました。 

３）これから期待すること 

・生徒が自由な発想で自ら主題を生み出すことは、とても

大事なことです。しかし「自由」は、「何でもよい」というので

はありません。指導者が生徒につけたい力を明確にし、そ

のなかで豊かな発想で主題を生み出せるよう、工夫してい

ただくことを期待します。 

４）その他 

・まったく台紙に貼られていない、変形の作品。裏面出品

表の上下逆。四つ切台紙に貼られていないなど、出品規

定が守られていないものは、とても残念です。 

 

■中学校２年生                        

【審査：佐向、林、馬淵】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

デザインや抽象画作品に、色や形の美しさやよさを伝え

ようとしたり、独自の視点で発想したりしている作品が、数

多く見られた。具象画作品についても技法的に趣向が凝ら

され、表現方法に工夫が凝らされている。また、ICT を活

用した作品等、今日的な表現の可能性を追求した作品も

見られた。指導者の熱意が伝わるような題材・指導の工夫

が数多く見られた。 

２）気になったこと 

完成度は高いが、技法が先行し、技法習得に重きを置

いているような作品主義的な作品が多々見られた。子ども

の学びが技術以外の能力や見方・感じ方を働かせるような

題材や指導・支援が求められる。商標に関わるような作品

があり、著作権の問題に抵触していると思われる作品が見

られた。著作権等、授業以外での発表に配慮する必要が

ある。 

３）これから期待すること 

子どもが美術科特有の見方・感じ方を基本にしながら、自

分なりの見方・感じ方で主題を生み出し、試行錯誤から学

んでいくような、子どもの学びが描画技法以外の能力とつ

ながりながら資質を高めていく題材開発が期待される。 

４）その他 

子どもの学びがどこにあるのか、またどういう資質・能力

を高めたいのか、もう一度問い直しながら、題材・指導・支

援法を設定していくことが大切になってくると思われる。 

 子どもの個々の作品の題名が書かれていないものがいく

つか見られた。題材名だけではなく、個々の題名の記載を

願う。 

四つ切より小さいサイズの作品や立体的な絵画作品も

いくつか見られた。四つ切サイズの台紙に貼る等、規定を

確認しての応募を願う。 

 

■中学校３年生                       

【審査：堤、秋元、馬場】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

子供たちの中から豊かに主題が生み出されていると感じら

れる作品が多く出品されていた。また、子供たちが、技法

や描き方を選択できたり、自分たちの興味関心に沿ってテ

ーマを設定できたりするような題材も見られた。 

3 年生は時数的にも、厳しい環境ではあるが、その中でも

非常に完成度が高い作品も数多く見られていた。 

２）気になったこと 

授業のねらいが曖昧で、技法や素材だけを示して子供た

ちに主題を丸投げしているような題材もいくつか見られた。

また、現代の感覚に必ずしも合っているとは思えない伝統

的な題材がいくつか見られた。子供たちの実態に合わせて、

アレンジしたり組み替えたりする必要性も感じた。 

３）これから期待すること 

若い先生方が独自の感性で新しい題材を生み出しており、

今後の滋賀の教育美術展に多彩な表現の作品が出品さ

れることが期待できる。 

４）その他 

出品規定に即していない題材もいくつか見られた。また、

作者の名前が作品の表面に書かれていることがあった。 

 

■特別支援                          

【審査：大和、森田】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・交流学級等で普通学級児童、生徒と共に取り組んだであ

ろう作品が多く、意欲と丁寧な取り組みを見る側に感じさせ

る作品が多かった。 



・時間をかけてじっくりと仕上げた作品が多い。 

・単純な作業であっても、できることに楽しんで取り組めるよ

うに工夫された題材設定もみられた。 

・今年度は養護学校高等部からも出品され、教育美術展

の進歩だと思える。 

・のびのびした作品が多くみられる。 

２）気になったこと 

・児童生徒について、障がいの様子を把握できない上での

審査はとても難しい。児童生徒に向けた題材の目標が何

であったかを具体的に知りたくなった。 

・指導について、指導者の支援と補助がいきすぎている場

合があるかもしれない。 

３）これから期待すること 

・県内養護学校などの積極的な参加が今後も広がることを

期待したい。 


